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【適応装置】 

5ml チューブ 
Eppendorf Tubes® 5.0ml 

（Eppendorf） 

5ml サンプリングチューブ（ST-500） 

（BIO-BIK） 

ロータ 

T15A46 形アングルロータ 

 

 

 

 

 

 

 

（5ｍｌチューブ × 12 本） 

T15A45 形アングルロータ 

 

 

 

 

 

 

 

（5ml チューブ × 12 本） 

遠心機 微量高速冷却遠心機 CF15RN / CF16RN 
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微量高速遠心機 CF15RN/CF16RN ／ T15A45/T15A46 形アングルロータ 

 

5ml ﾁｭｰﾌﾞを使用したイネ葉からのゲノム DNA の抽出 

.Sep. 2016 

No.163 

約 3.5 倍のゲノム DNA 抽出が可能！ 
（ｽﾓｰﾙｽｹｰﾙ（1.5ml ﾏｲｸﾛﾁｭｰﾌﾞ）との対比） 

両ロータ共、ロータカバ(オプション)によりバイオセーフティ対応 



【操作手順】 

    (1) 5ml チューブに 1.5×CTAB 抽出バッファー 0.8ml 分注する 

    (2) イネ葉 0.3g を破砕し、5ml チューブに入れ、転倒混和する 

    (3) インキュベート（室温、10 分）する 

    (4) クロロホルムを 0.8ml 加え、良く混ぜる  

    (5) インキュベート（室温、30 分）する 

    (6) 遠心（10,000×g、10 分、20℃）する 

    (7) 上層を新しい 5ml チューブに移す 

(8) 沈殿バッファーを 0.8ml 加え、ピペッティングで混和する 

(9) インキュベート（55℃、30 分）する 

     (10) 遠心（10,000×g、10 分、20℃）する 

      (11) 沈殿（上清を完全に除く） 

(12)  1M NaCl-TE を 0.8ml 加え、再懸濁する 

      (13) インキュベート（55℃、2 時間）する 

      (14) 遠心（10,000×g、10 分、20℃）する 

(15) 上清約 0.8ml を新しい 5ml チューブに移す 

    (16) イソプロパノールを 0.8ml 加え、良く混ぜる 

    (17) 遠心（10,000×g、10 分、20℃）する 

     (18) 沈殿（上清を除く） 

(19) 70% EtOH を 1.5ml 加える 

(20) 遠心（10,000×g、5 分、20℃）する 

    (21) 沈殿（上清を除く） 

(22) 遠心（10,000×g、2 分、20℃）する 

(23) ピペットマンで上清を完全に除去し、乾燥させる 

    (24) TE バッファーを 100μl 分注し、Vortex で完全に溶解する 

    (25) 1.5ml チューブに移し、冷凍保存 

   

【参考文献】 

  ・M.G.Murray and W.F.Thompson (1980) Rapid isolation of high molecular weight plant DNA, 

Nucleic Acids Res. 8:4321-4325. 

  ・himac APPLICATION No.147 (http://www.hitachi-koki.co.jp/himac/application/pdf/life/orenge147.pdf) 

本資料に関するお問い合わせは日立工機(株)ライフサイエンス機器事業部のホームページ 

(http://www.hitachi-koki.co.jp/himac/) からお願いいたします。 

http://www.hitachi-koki.co.jp/himac/

